
レインフォレスト・アライアンス
持続可能な農業基準 第1.3版 -改訂点について

2023年6月1日 上松 紀代子



2

本日の内容

• 基準第1.2版から第1.３版への移行について

• 農場認証基準ー3つの主要改訂点

• 認証基準（第1章～6章）ー主要変更点

• 本認証審査（3年周期）

• 質疑応答

• リンク集

質問がございましたら、適宜ZoomのQ＆Aに書き込んでください。

本日の説明会資料、録画は後日共有させて頂きます。



第1.2版から第1.3版への移行
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タイムライン

2023年7月1日まで 2023年7月1日以降

内部監査 可能な限り第1.3版 第1.3版

認証審査 第1.2版 第1.3版

不適合の解消 要件によっては第1.2版の方が
厳格な対策を必要とする場合
があります。その場合は、第
1.3版で要求される範囲で不適
合の解消が可能。

第1.3版



農場認証基準
―3つの主要改訂点
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1. 認証基準の範囲

第1.2版
農場要件の範囲は全農場。
第4章農業は全農場に適用される総合的害虫管理や農薬に関する要件以外は、認証農
作物に焦点が当てられている。

第1.3版

農場要件の範囲は全農場。

第4章農業は全農場に適用される農薬管理（4.6）に関する要件以外は、認証農作物

に焦点が当てられている。

農場認証保有者は、次の条件を満たしていれば、地理的に離れた場所にある農場単

位を認証範囲から除外することができます。

• 除外する農場単位が、常に非認証農作物の生産のみに使われている。

• 除外する農場単位が、認証農作物を生産している農場単位に近接していない。
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農場認証の範囲

• 農場認証範囲は農場全体

• 第4章：農業要件は認証農作物にのみ適用

• 要件4.6：農薬管理は農場全体に適用

認証農作物

非認証農作物

非認証農作物

農場全体

全要件が適用 要件4.1-4.5 及び 4.7は適用しない



8

農場認証の範囲

• 地理的に離れた場所にある農場単位については認証範囲から除外するこ
とができます：

✓除外する農場単位が、常に非認証農作物の生産のみに使われている。

✓除外する農場単位が、認証農作物を生産している農場単位に近接して
いない。

認証農作物 非認証農作物

離れた場所にある農場単位

認証範囲から除外するこ
とが可能

地理的距離

認証範囲
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2. 小規模と大規模農場の定義

第1.3版: 

正規労働者が10人またはそれ以上の場合は大規模農場。

理由

• 正規労働者が20人がこれまでの大規模農場の定義で
した。そのため多くの農場が「小規模農場」のカテ
ゴリに分類されました。

• 認証農場の多くの労働者との協議と分析の結果、10
人の正規労働者を基準とすることが決定されました。

• 臨時労働者をさらに保護するための措置が取られる
ことになりました。
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「小規模農場」と「大規模農場」の定義

小規模農場

大規模農場

=正規労働者が10人未満のすべての農場

= 正規労働者が10人以上いるすべての農場
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3. 臨時労働者を雇用する農場への「社会」要
件の追加適用について

基準第1.3版は以下の労働者を雇用する小規模農場において一定の「社会」
要件が適用されます:

• 臨時労働者が10人以上で、その全員が3か月以上連続して勤務し
ている

• または暦年中の臨時労働者が50人以上である

理由

• 基準第1.2版では、1年で平均して労働者5人以上を採用している
小規模農場に一定の要件が適用されていましたが、複雑すぎるた
め、昨年5月に要件適用を削除しました。それ以降、小規模農場
では一定の要件が適用されなくなりました。

• ただし、小規模農場でも臨時労働者を雇用するため、一定の「社
会」要件の適用がなれば、また小規模および大規模農場について
定義改定を適応させた場合、臨時労働者の社会的保護が弱くなっ
てしまうことが考慮されています。
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臨時労働者の多い小規模農場

• 臨時労働者が10人以上で、その全員が3か月以上連続して勤
務している

• 暦年中の臨時労働者が50人以上である

5.2, 5.3, 5.5 ,5.6の中の１１の追加要件が適用さ
れる。
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3.臨時労働者を雇用する農場への「社会」要
件の追加適用について
一定の「社会」要件とは：

5.2.1 結社の自由、権利、情報、制限

5.2.2 労働者組織または労働組合の活動に対する差別の禁止

5.2.3 結社の自由、遂行

5.2 4 結社の自由、情報

5.3.1 書面と口頭による契約

5.3.6 給与支払いの予定と記録

5.3.12 書面による契約

5.5.2 残業

5.5.3 出生時育児休業と権利

5.6.2 応急処置

5.6.4 労働者のための飲料水



レインフォレスト・アライアンス
持続可能な農業認証基準2020

主要変更点第1.2版から 第1.3版へ
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サプライチェーン要件

農場要件

サプライチェーン要件、農場要件の両方



第1章：管理

主要変更点
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1.1.5

1つの委員会で
一つ以上の問題
に対応できる

委員会

✓苦情解決制度(要件 1.5) 

✓ジェンダー平等(要件 1.6) 

✓評価対処 (要件 5.1) 

1つの同一の委員会が3つの要件すべてを
取り扱うことが可能。



＜新＞要件 1.1.5

変更点: 

単純化: 

• 要件1.5.1（苦情解決）、1.6.1（ジェンダー）、5.1.1（評価対処）の要件に含まれている委
員会とその構成員の全般的な責任を 1.1.5 に統合しました。

• 責任を明確にすることで、1 つの委員会がより多くの問題に対応できるようになりました。具
体的な作業は、引き続き各要件で規定しています。



要件 1.2.2 と 1.2.3

変更点: 

統合：業務委託先と下請業者のためのアプローチが似ているため、1.2.2 と 1.2.3 の要件を統合しま
した。



要件 1.2.5

変更点: 

単純化：小規模農場に課され
ていた広範な労働者記録の管
理の要件を削除しました。



要件 1.2.6

変更点: 

単純化：小規模農場に課されていた臨時労働者の登録の要件を単純化しました。



要件 1.3.1

変更点: 

調整：リスク査定の頻度を管理計画の頻度に合わせるための選択肢を調整しました。



要件 1.4.1

変更点: 文章を短くし、単純化しました。



要件 1.4.2

変更点: 文章を短くし、単純化しました。



要件 1.4.4

変更点:

削除：農場250軒に対して内部監査員を最低1人設置しなければならないという要件を削除し
ました。この要件は農場に適切なサポートをもたらすことを目的としていますが、その目的を
他の方法でも達成できる可能性があるためです。



要件 1.5.1 変更点:

単純化：委員会とその構成員の全般的な責任を新規の要件
である 1.1.5 に統合しました。



要件 1.6.1 変更点:

単純化：委員会とその構成員の全般的な責任を新規の要件
である 1.1.5 に統合しました。



第2章：トレーサビリティ

主要変更点



要件 2.1.3
変更点: 明確化：認証製品の視覚的な分離は、マスバランスには適用されなくなりました。

要件 2.1.8
変更点:文章を調整して、物理的な販売受領書でなくてもよいことを明確にしました。



要件 2.1.12
変更点:

明確化：トレーサビリティの文書に関する要件の適用対象を明確にしました。



要件 2.2.3

変更点: 明確化： マスバランス製品への適用についての規定を明確にしました。

要件 2.2.4 変更点: 文章を調整して、明確にしました。



要件 2.2.5 変更点: 文章を調整して、明確にしました。複数の出荷に取引をリンクさせる例につ
いて、さらなる詳細を加えました。

要件 2.2.6 変更点: 文章を調整して、明確にしました。



要件 2.3.1

変更点: 文章を調整して、明確にしました。

要件 2.3.2
変更点: 文章を調整して、明確にしました。
数量の残高がマイナスになることは認めら
れません。

要件 2.3.3
変更点: 明確化：オリジン・マッチング（原産国一致）の要件は、
オリジン・マッチングが必須とされているカカオのマスバランス
製品にのみ適用されます。

要件 2.3.4
変更点: 明確化：購入および販売
についての原産国情報の要件は、
オリジン・マッチングが必須とさ
れているカカオのマスバランス製
品にのみ適用されます。

要件 2.3.5

変更点: 文章を調整して、明確に
しました。



第３章：収入と責任の共有

主要変更点



要件 3.1.1 (自己選択型改善要件)

変更点: 

新規の指標として、収穫された製品1kgあたりの認証農作物からの純収入を追加しました。



要件 3.2.2 変更点: 

訂正：サステイナビリティ差額の指標のカテゴリに「住居」を追加しました。



第4章：農業

主要変更点



要件 4.1.2 要件 4.1.3（必須改善要件）
変更点: 病害虫や疫病の予防、生物学的サイク
ルの破壊に関して、適用対象に団体責任者を追
加しました。

変更点: 新しい植栽の作付体系に関して、
適用対象に団体責任者を追加しました。



要件 4.2.2 (必須のスマートメーター)
変更点（農場要件）: 剪定周期に従った剪定とその指標の測定に関して、適用対象に団体
責任者を追加しました。



要件 4.4.1
変更点（農場要件）: 単純化して、明確にしました。
4.4.3の土壌試験および葉の試験に関する規定を、4.4.1
の土壌評価に含めました。文章を調整して、明確にし
たほか、4.4.3の要件の内容をここに移動しました。

要件 4.4.3
変更点（農場要件）: 要件を削除しました。単純
化して、明確にしました。4.4.3の土壌試験およ
び葉の試験に関する規定を、4.4.1の土壌評価に
含めました。



要件 4.4.7 (必須のスマートメーター)

変更点（農場要件）: 

• 追加：有機肥料を使用している団体構成員の割合を、指標として追加しました。

• 適用対象に団体責任者を追加しました。



要件 4.5.2  と ＜新＞要件 4.5.8 L2（必須改善要件）
変更点（農場要件）: 

調整：天敵の監視を、レベル2の新規の要件である4.5.8に移動して、導入までの時間
を長くしました。



第5章：社会

主要変更点



要件 5.1.1
変更点: 

委員会とその構成員の全般的
な責任を新規の要件である
1.1.5 に統合しました。
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結社の自由と団体交渉

要件5.2.1, 5.2.2, 5.2.3, 必須改善要件5.2.4 L1（農場要件）

適用対象を調整:

5.2.1 労働組合または労働者団体に参加する権利に関する要件

5.2.2 労働組合または労働者団体の活動に対する差別や報復の禁止

5.2.3 労働者代表の労働組合の職務遂行

5.2 4 L1 結社の自由と団体交渉権の効果的な承認に関する情報

小規模農場の臨時労働者の社会的保護を強化するために、一定の基
準を超えて労働者を雇用する小規模農場にも適用されます。

5.2.4 
L1
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賃金と契約
要件5.3.1

• 適用対象を調整：書面と口頭による契約についての要件が、一定の基準を超え
て労働者を雇用している小規模農場にも適用されます。この基準については、
新しく導入された小規模農場の労働者数別の要件で説明されています。

要件5.3.2

• 文章を明確にし、適用対象をすべての小規模農場に拡大しました。



賃金と契約
要件5.3.3と5.3.4

変更点: 

統合：最低賃金に関する5.3.3と5.3.4の要件を、すべて5.3.3にまとめました。



賃金と契約 要件5.3.6と5.3.7

変更点: 
統合：給与支払いの予定に関する5.3.6と5.3.7の要件を、すべて5.3.6にまとめました。
また、一定の基準を超えて労働者を雇用している小規模農場にも適用されます。この基
準については、新しく導入された小規模農場の労働者数別の要件で説明されています。
文章を調整して、電子形式の支払いの記録が認められることを明確にしました。



賃金と契約 要件5.3.9と5.3.10

変更点: 
統合：5.3.9と5.3.10の要件を、すべて5.3.10にまとめました。適用対象をすべての認証保有
者に拡大しました。
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賃金と契約

要件5.3.12 L1（必須改善要件）

• 適用対象を調整：一定の基準を超えて労働者を雇用している小規模農場
にも適用されます。この基準については、新しく導入された小規模農場
の労働者数別の要件で説明されています。

要件5.3.13 自己選択型改善要件

• 適用対象を調整：インフレ率に応じた賃金の調整が、小規模農場と団体
責任者にも適用されます。
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生活賃金

要件5.4.2と新要件5.4.5（自己選択型改善要件）

• 調整： 5.4.2に含まれていた賃金改善計画をめぐる労働者代表との協
議に関する部分を、新規の要件である5.4.5（自己選択）に移動しまし
た。
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労働条件

要件5.5.1

• 調整：警備員の所定労働時間の上限を週60時間としました
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労働条件

要件5.5.2

• 調整：残業の例外適用が拡大され、一定条件下ですべての作物に適用
されます。また、一定の基準を超えて労働者を雇用している小規模農
場にも適用されます。この基準については、新しく導入された小規模
農場の労働者数別の要件で説明されています。

小規模農場の場合は、以
下のいずれかまたは両方
に該当する場合のみ、こ
の要件が適用される。
- 臨時労働者が10人以上
で、その全員が3か月以上
連続して勤務している
- 暦年中の臨時労働者が

50人以上である
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労働条件

要件5.5.3

• 単純化：授乳できる場所の詳細を手引き書に移動しました。男性も含
めるため、「出産休暇」を「出生時育児休業」としました。また、一
定の基準を超えて労働者を雇用している小規模農場にも適用されます。
この基準については、新しく導入された小規模農場の労働者数別の要
件で説明されています。
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健康と安全

要件5.6.1

• 明確化：健康と安全のリスク分析を行う専門家に関する文章を明確に
しました。
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健康と安全

要件5.6.2

• 適用対象を調整：救急箱についての要件が、一定の基準を超えて労働
者を雇用している小規模農場にも適用されます。この基準については、
新しく導入された小規模農場の労働者数別の要件で説明されています。

要件5.6.4

• 文章を単純化し、飲料水の検査（少なくとも3年に1回）についての行を
追加しました。

• 適用対象を調整：一定の基準を超えて労働者を雇用している小規模農
場にも適用されます。この基準については、新しく導入された小規模
農場の労働者数別の要件で説明されています

小規模農場の場合は、
以下のいずれかまた
は両方に該当する場
合のみ、この要件が
適用される。
- 臨時労働者が10人
以上で、その全員が3
か月以上連続して勤
務している
- 暦年中の臨時労働
者が50人以上である
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住居と生活条件

要件5.7.1と 5.7.4 L1（必須改善要件）

• 調整：5.7.1に含まれていた住居に関する主要要件の一部を5.7.4 L1に
移動しました。
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コミュニティ

要件5.8.2

変更点：
文章を明確化しました。生産者に求められる権利を、「法的および合法的」から
「法的または合法的」に改めました。



第6章：環境

主要変更点



要件6.2.5 (自己選択型スマートメーター)

変更点: 

適用対象に団体責任者を追加しました。



要件 6.5.1 と 6.5.2

変更点（農場要件）: 

統合：取水の認可に関する要件の6.5.1と6.5.2を統合しました。適用対象を調整：小規模農場への
適用を削除しました。



要件 6.8.1

変更点: 
調整：エネルギー削減策の実践に関する規定を、要件の冒頭から削除しました。これは6.8.2のス
マートメーターで示唆されているためです。また、導入までの時間を長くしました。



第1.3版の主な変更点については各基準書で確認を
行ってください。

6/9/2023 63



本認証審査（3年周期）
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本認証審査

• 農場認証保有者の本認証周期の実装開始日：2023年7月1日～
（バナナの農場認証保有者を除く）

• サプライチェーン認証保有者の本認証周期の実装開始日：2022年7月
1日～ （バナナのサプライチェーン認証保有者を除く）

• ライセンスの有効期限は1年間です。

• すべての認証保有者は毎年RACPで認証範囲の更新を行う必要がありま
す。

• サプライチェーン認証保有者のサプライチェーンリスク査定について
も更新毎に実施され、リスクレベルの確認とそれに伴う検証/確認/審
査が必要です。

参考）認証とライセ

ンスの更新認証プラッ
トフォーム（RACP）
上での手続きについて

RACPユーザーマニュ
アル：
• 農場認証保有者用
• サプライチェーン

認証保有者用
※サプライチェーン認
証保有者用のマニュア
ル日本語は現在準備中

https://www.rainforest-alliance.org/wp-content/uploads/2022/12/%E8%AA%8D%E8%A8%BC%E3%81%A8%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%9B%B4%E6%96%B0_%E5%85%AC%E9%96%8B%E7%94%A8.pdf
https://www.rainforest-alliance.org/wp-content/uploads/2022/12/%E8%AA%8D%E8%A8%BC%E3%81%A8%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%9B%B4%E6%96%B0_%E5%85%AC%E9%96%8B%E7%94%A8.pdf
https://www.rainforest-alliance.org/wp-content/uploads/2022/12/%E8%AA%8D%E8%A8%BC%E3%81%A8%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%9B%B4%E6%96%B0_%E5%85%AC%E9%96%8B%E7%94%A8.pdf
https://www.rainforest-alliance.org/wp-content/uploads/2022/12/%E8%AA%8D%E8%A8%BC%E3%81%A8%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%9B%B4%E6%96%B0_%E5%85%AC%E9%96%8B%E7%94%A8.pdf
https://dam.ra.org/pages/collections_featured.php?parent=286553
https://dam.ra.org/pages/collections_featured.php?parent=273446
https://dam.ra.org/pages/collections_featured.php?parent=273446
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注意: スマートメーターについて（農場認証保有者）

• 本認証1年目から、スマートメーター
についてが適用されます。ベースラ
イン測定は1年目に実施し、認証の第
2周期までに到達する目標値を設定し
ます。

• 詳細リスク査定は、適用される要件
に従って実施する必要があります。
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改善の過程の概要
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認証審査までのスケジュール
• ライセンスが失効する約6か月前からRACP上で認証範囲の更新が可能

になります。

• 【サプライチェーン認証保有者】RACP上の登録情報に基づき、毎年サ
プライチェーンリスク査定が必要ですが、結果を受け取るまでに約３
～４週間要します。

• 【農場認証保有者】RACPを通じて提出された位置情報データに基づく、
位置情報データリスク査定結果を受け取るまでに約２～３週間要しま
す（提出データに問題がある場合は、通知されます）。

【サプライチェーン認証保
有者】：
サプライチェーンリスク査
定結果が「レベルAー非常
に低い」で認可手続きが必
要な場合、現在有効なライ
センスが失効する少なくと
も3か月前には、セルフア
セスメントの提出が必要で
す。提出後、「Request
Endorsement」のボタン
をクリックするのを忘れな
いでください。
セルフアセスメントが受理
されたとしても、現在有効
なライセンスが失効する直
前までライセンスは更新さ
れないことに留意してくだ
さい。

【認証審査を受ける場
合】：審査に関する契約を
結んだら、RACP上で必ず
認証機関を選択することを
忘れないでください。
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認証審査から認証付与までのスケジュール

審査過程、結果、または認
証決定について意見がある
場合は、苦情処理手続きに
従って苦情を申し立てるこ
とが可能です。

またレインフォレスト・ア
ライアンスの決定に対して
異議がある場合は上訴する
ことも可能です。

いずれも提出された申請内
容の精査が行われることに
留意してください。

【参考：苦情処置手続き】

要件についての解釈につい
ての質問、疑問、不適合の
解消方法についてのご相談
については、

customersuccess@ra.org
までお問合せください。

https://www.rainforest-alliance.org/business/certification/questions-and-complaints/
https://www.rainforest-alliance.org/business/certification/questions-and-complaints/
https://www.rainforest-alliance.org/resource-item/grievance-procedure/
mailto:customersuccess@ra.org


Q&A
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Q&A

質問 回答

１ 商標使用申請についてはこれまでどおりマー
ケットプレイスを使用しますか？

はい、現在のところは引き続きマーケットプレイ
スをご使用の上申請と承認を得てください。

２ 今回の改定で最も注意すべき点だと思う点を教
えていただけると幸いです。特にbuyer・
sellerの監査の観点からお願いします。（生産
者側は結構です）

サプライチェーン認証要件については要件1.1.5以
外については大幅な改定はなく文書の明確化など
が主になります。詳細な変更点について、自社に
適用される要件と要件の変更についてをまとめた
ページなどを参照するようにしてください。

３ サプライチェーン認証保有者向けのRACPユー
ザーマニュアルは日本語版を作られるご予定は
ありますでしょうか？

はい、現在のところは日本語版の作成を予定して
おります。

４ サプライチェーン関係者も5章「社会」は要件
として今後関係するのでしょうか？

5章はサプライチェーン関係者も適用の範囲ですが、
自社に適用されるかについては認証範囲によって
も異なりますので詳細はRACPで適用される要件を
確認してください。

６ ライセンスと認証の期限は別々でしょうか？ 本認証からは別になります。本認証は3年周期です
ので認証は3年間となりますが、ライセンスは1年
間の期限となります。



認証プログラムに関する文書と役立
つリンク集



拘束力のある文書

• 持続可能な農業基準 サプライチェーン要件(V1.3)

• 持続可能な農業基準 農場要件(V1.3) 

※日本語版は近日中公開

以下、文書については現在英語版のみ。

• 付属文書S01：用語集 （V1.3）

• 付属文書第2章：トレーサビリティ（V1.1）

• 付属文書第3章：収入と責任の共有（V1.1）

• 付属文書第5章：社会（V1.1）

• 付属文書第6章：環境（V1.1）

• 2020認証・審査規則（V1.3） 73

認証プログラムに関する文書と役立つリンク集

ユーザーマニュアル

• 農場認証保有者向け RACPユーザーマニュアル

• サプライチェーン認証保有者向け RACPユーザーマ

ニュアル（現在、英語版のみ）

• サプライチェーン認証保有者向け トレーサビリティ

ユーザーマニュアル

• 農場認証保有者向け トレーサビリティユーザーマ

ニュアル

ウェブサイト

• 2020認証プログラム

• 持続可能な農業基準2020に関するEコース

• 過去の説明会録画と資料

https://www.rainforest-alliance.org/ja/resource-item/2020%e6%8c%81%e7%b6%9a%e5%8f%af%e8%83%bd%e3%81%aa%e8%be%b2%e6%a5%ad%e5%9f%ba%e6%ba%96-%e3%82%b5%e3%83%97%e3%83%a9%e3%82%a4%e3%83%81%e3%82%a7%e3%83%bc%e3%83%b3%e8%a6%81%e4%bb%b6/
https://www.rainforest-alliance.org/ja/resource-item/2020-sustainable-agriculture-standard-farm-requirements/
https://www.rainforest-alliance.org/resource-item/annex-1-glossary/
https://www.rainforest-alliance.org/resource-item/annex-chapter-2-traceability/
https://www.rainforest-alliance.org/resource-item/annex-chapter-3-income-and-shared-responsibility/
https://www.rainforest-alliance.org/resource-item/annex-chapter-5-social/
https://www.rainforest-alliance.org/resource-item/annex-chapter-6-environment/
https://www.rainforest-alliance.org/resource-item/2020-certification-and-auditing-rules/
https://www.rainforest-alliance.org/ja/%e3%83%93%e3%82%b8%e3%83%8d%e3%82%b9%e5%90%91%e3%81%91/2020%e8%aa%8d%e8%a8%bc%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b0%e3%83%a9%e3%83%a0/
https://learn.ra.org/course/view.php?id=1998
https://www.rainforest-alliance.org/ja/resource/%e6%9c%80%e6%96%b0/%e3%83%97%e3%83%ac%e3%82%b9%e3%83%aa%e3%83%aa%e3%83%bc%e3%82%b9/
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